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第１表　ピーマンの主要品種の分類




シシトウ 早生 小 シシ型
伏見甘長 早生 小 シシ型
甘とう美人 早生 小 シシ型




京　波 早生 中 普通型
京ひかり 早生 中 普通型
エース 早生 中 普通型
ピー太郎 中生 中 普通型




ワンダーベル 晩生 大型 ベル型
ソニアレッド 晩生 大型 ベル型
ソニアゴールド 晩生 大型 ベル型
デヵチャンプ 晩生 大型 ベル型
バナナピーマン 晩生 中型 バナナ型
セニョリータレッド 中生 大型 ベル型
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ないし3本の立て方がある。
（３） 追肥：2週間に1回，生育の様子を見て化成肥料を30ｇ/㎡散布します．
（４） 病虫害：家庭菜園なら無農薬で作りたいところだが，アブラムシが目立
つ場合、オレート液剤を100倍で散布する。他には、タバコガ、アザミウ
マ、ハダニに注意する。
（５） 収穫：開花後20日で緑色果が収穫でき（図1），60日を超えれば真っ赤に
熟してくる（図2）．収穫はどちらでも楽しむことができる．収穫は，緑
色果だと，55～60個収穫可能である．赤色果の場合は，1株当たり，8～9
個収穫できる．また，終わりが近くなると，葉トウガラシではないが，ピー
マンの葉も同様に収穫し，楽しめる．葉を摘み取り佃煮等に利用する．
　以上、栽培方法を含めてピーマンに関する記述を進めてきたが、ピーマン
はまだまだ発展する野菜だと考えている。トウガラシを含めて、ピーマンの
改良が進むことを期待したい（藤田、2009）。
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図1　ピーマン収穫時の大きさ 図2　着色したピーマン（左：赤、右：黄）
